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第2回南極地学シンポジウム
　　基盤地質と固体地球物理
プログラム・講演要旨
日　時　　昭和55年11月13日㈱
　　　10時00分～17時00分
　　　昭和55年11月14日㈲
　　　10時00分～15時00分
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会　場　　国立極地研究所講堂
主催　国立極地研究所
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11月13日（木曜日） 10：00～17：00
　　挨拶国立極地研究所長永田武
　　座　　長　　村　内　必　典　　　千葉大（理）
1，南極宗谷海岸における人工地震観測
　　　　　伊神　 煙　名大（理）
　　　　　一ノ瀬　洋一郎　　東大（地震研）
　　　　　原　田　道　昭　　早大（理工）
　　　　　神沼克伊　極地研
2，新しい船上重力計“NIPRORI－1型’
　　　　　瀬川爾朗　東大（海洋研）
　　　　　神　沼　克　伊　　極地研
　　　　　春　日　　　隆　　東大（海洋研）
3，　エレバス火山の活動
　　　　　神沼克伊　極地研
　　　　　R．Kyle　　　　　オハイォ州立大
　　　　　J．Kienle　　　　アラスカ大
4，Seasat　Altimetry　データによる南極
　　　周辺のジオイドの評価
　　　　　瀬　川　爾　朗　　東大（海洋研）
5，LANDSAT画像データからみた南極の陸氷と海氷
　　　　　神沼克伊一極地研
　　　　　桜井治男　極地研
　　　　　中　田　まゆみ　　千葉大（理）
　　　　　馬　場　めぐみ　　千葉大（理）
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7
　　　　休憩　11：50～13：00
　座　長　松本雀夫
かすみ岩の地質
　　　　西　田　民　雄　　佐賀大（教育）
　　　　矢内桂三　極地研
　　　　小島秀康　秋田大（鉱山）
ホノール奥岩の地質
　　　　西田民雄　佐賀大（教育）
　　　　　　　　　　　　i
（10：00～10：10）
（10：10～11：50）
（10：10～10：30）
（10：30～10：50）
（10：50～11：10）
（11：　10～11：30）
（11：30～11：50）
山口大（理） （13：00～15：00）
（13：00～13：20）
（13：　20～13：　40）
　　　　　　　矢内桂三　極地研
　　　　　　　小島秀康　秋田大（鉱山）
8，やまと山脈C群の地質
　　　　　　　矢内桂三　極地研
　　　　　　　西田民雄　佐賀大（教育）
　　　　　　　小島秀康　秋田大（鉱山）
9，やまと山脈A群の深成・変成岩類
　　　　　　　浅見正雄　岡山大（教養）
　　　　　　　白　石　和　行　　極地研
　　　　　　　太田昌秀　ノルウエー極地研
10，ベルジカ山脈の地質
　　　　　　　小島秀康　秋田大（鉱山）
　　　　　　　矢内桂三　極地研
　　　　　　　西　田　民　雄　　佐賀大（教育）
　　　　　　　休　　　　　　憩　　　　　 15：00～15：20
　　　座　　長　　　立　見　辰雄
11，オングル諸島北方の地質と地質構造
　　　　　　　松　本　荏　夫　　山口大（理）
　　　　　　　西田民雄』佐賀大（教育）
　　　　　　　矢　内　桂　三　　極地研
12，日の出岬の角閃岩相変成岩類について
　　　　　　　蟹　沢　聰　史　　東北大（教養）
　　　　　　　矢内桂三　極地研
13，東南極プリンス
　　　　　　　吉　倉　紳　一　　高知大（理）
14，東南極プリンス
　　　　　　　鈴　木　盛　久　　広島大（理）
15，昭和基地周辺沿岸地域の火成活動
　　　　　　　仲　井　　　豊　　愛知教育大（教育）
　　　　　　　懇親会　17：30～19：30
（13：40～14：00）
（14：20～14：40）
（14：40～15：00）
オラフ海岸周辺地域の変成作用（その1）
オラフ海岸周辺地域の変成作用（その2）
（15：20～17：00）
（15：20～15：40）
（15：40～16：00）
（16：00～16：20）
（16：20～16：40）
（16：40～17：00）
11月14日（金曜日） 10：00～15：00
　　座　　長　　蟹　沢　聰　史　　　東北大（理）
16，ネスオイヤ産のCe－Th系放射能鉱物について
　　　　　　松　本　径　夫　　山口大（理）
　　　　　　坂　本　　　新　　山口大（理）
17，スカルビックハルゼン産スピネルについて
　　　　　　松　本　雀　夫　　山口大（理）
18，西南極エルスワース山地における重複変形
　　　　　　吉　田　　　勝　　大阪市大（理）
19，南極マクマード火山地域の火成活動とSr同位体組成
　　　　　　倉　沢　　　一　　地質調査所
20，フエラードレライトの古地磁気
　　　　　　船　木　　　實　　極地研
　　座長吉田栄夫極地研
　　　　　シンポジウム総括討論
休憩12：10～13：00
長　　倉沢　　一
論
　調査計画について”
（10：00～11：40）
（10：00～10：20）
（10：20～10：40）
（10：40～11：00）
（11：00～11：20）
（11：20～11：40）
（11：40～12：10）
座
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罵雲4アダメロ弟、角閃乃一ヌ、雲母一 8ノ姥はe－〃吋；θc九」θ±らぴ貌プθ〃5ρぽ等　ψ41ス
・組飴灯、　　　　　　　花綱聯、やグマタ朴、了フ・ラづ時
　閃長岩類ほ・蝶が’岳o・ら北阜却1くノ広く介ノ印　で・A〃tρλ⑭・ノノτed泌esを貫く診の・あ㌘い
レ編、衝鑓、廓鵠・ヌアタつき1哀べぷ貫独る物輸後関イ糸が訳め
精成しマいる．為泉耀かぱ蝶・V’去欄φ儲。
で械い　ここマ・la調粕的マ・あり、閃長培穎◇
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9々奪とム脈A群の深成・吏蕨岩類
戎見正雄（岡山タい放養）
白后和行（困立膓極姥郁）
太田昌秀（ノルウェー柚姥獅）
噺2｜次隊地噴軒rKグ刎，二踊で蜴午紬麻弟糾が閥長宕質完⇔・リーレン状
　’0，’牛，／5，！ζ次誘．Kよ）て断肖釣K党噴々イゲマ74ト状1く件）ερレ，フJt彦貫く
?
調査が角ざ“て・・3や4レム鰍（A群～q・耕，あ3∪可プロップ状に捕獲す3杉のZが烏
）Kカ“て，C群ε除く全地域の姥噴襯重老　在イ3・ま宴楕厭鉱物と1て，カリ長石六石
行。衣，今回14，そφラ多やdレム株景翻Fア英・斜長石・黒蜜盃十単斜輝石の1‡ガ＼レさ
のム恨であ3ハ群の深呪変原劣蜘・つ・パ斜方輝万セ奄恋．
，噺ト禰勧ぱび祷取掲石の鵡鯵旦来の純果
を杉じに報培亨3．
　刀群歪構或了λ劣石ぱ劣柑扮よが勧丈の
　（3）花1薗ラ6ヴ〔ミブ‘マ9／1ト、才，　一辛アの～胃、・象舟
一 輝石石葵閃長弟～花歯箔申1ζ貫入1てづヂ1
，　黒雲舟才ε崩2∋～　ト　ロニニエ　∠へ％乍〔nεOZOη1　e申
遠・川・よ・て，夕・1イ〉矩4っのグ’レープド黒雲舟一単斜輝石石英関長宕や単斜輝石一
1く禽・75れ3． 黒雲母一カリ長㊨一斜表石一石爽）う麻箔をア
（D黒望厨一輝石㊨芙長石噴｝拍蘇弟、塊状・累、ブ乏タイト昧宵・パネピュラXト状ド俘む．
岐母一輝石閥長髪質名、石1乗鍾嚇蔽片麻弗．　㈲花菌宕噴ペブマ9λト方よび優白質花菌
（2）黒噴舟一輝石％葵閥長名～花菌方．
（3）花薗尭i籔ミ　グマタイ　ト
（牛）花菌箔領ペグマタλト，慢白領花菌寿
芳1才，L紀のすべての完石ε貫く芳脈と1て
彦1，綬着ぱさ；K前須壱診切3．
爪上・辛紗・5明劾・なよう1・，しりの劣石
ωのグノレアのぎの屯（2）の黒髪叶一輝万訓3rαn山teチ・・1・5’こ属す3麟克類鴨
石英閃・長劣～花薗劣Kよフていゴいざ》ユリ　1てα）はch久rnockifeおよがち“k関蓮す3
， レ♪状アゲマヲ朴状ブ・・，フ状ト乞深効類であソ，：A舛，花蹴領ミ穴
釈畝聞多で勧か徽舟一輝石石庚緬助ト・踵ヵ以鰍如山∫†・一娠M・・kiセ
箏U弓麻寿，黒蜜舟一輝石閃長垢旗名あ・」び’石4∬。ci久む〇八芝方1マ・1プ…己りz兎え5姻3．
灰鍾酸施｝ラ麻力、さ，三名が塚層1て毒瓜す3
フと診あ3．二“；の靖徴的后、鉱物組令・ゼと
1て，黒重厨一輝石石莫長石乍f片麻％名・れバ’
堪状・黒噴岳一輝石閃長名質垢で、5，単斜輝
石＋斜ガ輝石＋黒蜜母＋カソ長石†斜長石＋
石莫（±鴻色π、ルンアレンド），単斜輝石＋
黒雲舟†カソ長石＋斜長石＋石莱（±褐色ホ
ルンフ“レンド），斜方X夏、石＋褐色ホルンブレ
ンド†黒愛癌トも斜衷石＋石葵が，∂表石承援
頭唆塩片麻娼で、才，く虫う石＋瑳反石＋単辮
石†スカポうイト＋万莱，濃栢く色角閃石＋単
斜輝石＋スカポライト＋石英が・誌めう畝3．
（旅だい輝石や褐色ホ1レンアレンドの一抑
を置さ襖え夫朽で産事3；炎緑色南閃石、才組■
せ々＼；除いてあ3．）
　（2）黒．愛舟一輝石石英閃表名一花菌箔は，中
粒の堪状な・一弱肖麻状力石でシ，ハ群ρ構荻
拾のま休を方す．二川く、さ，上記の石莱長石
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　　べ｝レジ刀ム脈ρ地噴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノト島　秀庫献国矢い鉱ム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢内柱三柚地碑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動田　民雄低唄入（、散有）
　ベルジ幻ム負偽ユ、やまとふ郁くろ働酌弓豹えθ0／3ト民凡odloγ↓teノρ～Aκ3旭孔1ζe／MP厄ムo〃6eノ
κ〃1の　南禿タF7λ゜　3Sノ　　　　束弁：！1S／°　亥0ノ　　を　申八ご｜て簡　　5γe尾↓己～c　rock　1ぱ　セ“愈“矛）稔）・
北！s㎞姉λo棚剛・酬1⇔餓よ・威っ　椙相・’う見る卿M児城ぱ・sγ・・1亡・や
マ⇔・まナ・・そ・申頬Pl・13・ノルウ・イPγ・・xe・e　3・eiSS・手越するや9とム吹川
極酬鮒綱・蝋Wム塊の師・1証、緑ポtしう岬九；b・〃古eパ・・bl・や・b｝・熊
や谷氷声「ヵミ発…連し2⑱、る・　　　　　　　　　　　　一瓜爪P九1bole3九e／SS（尺のレ↓cλ　＆ノくα卿eneゾ
擁ぼ楳喬～、騨の氷河千W貝㈱k面別・9クの㊨く飾丁侃つレロ・ダーネ小縦は
《oθ》クθo夙露歩いモの殻1購・～琢秘γ～・‡θrり近いよう侯恩われる。
の約λ7ρ0〃t2・ある・ムノ唇・IZ、束倒の咋る、・見　　構遁で｝工北面一南束ち伺の4つ弓開いた
糊｝例・可れば・触ぞ牡1哀・徽、㎞㈱・酬ピ細ヒ斜交し7・煉一聯ち
ぬκや及・3ミ衡工状の弟や針峰壱見ちれる・
　この巴城ば、下記の嫌類の支聯類及が
ノ老“瀬よワノ構ゑされる。
　　（　1　）　bαγUed　タne｝SS
　　（　よ　）　　“Pλjbθ日・し（三
　　（3＞爪o」ン’ble　　8　skαγソし
　　（い3r脚t∫c　3・e～ss
　　（｛ζ♪　dike　γDψぶ
　蝋・d3・・～δSぼ、優ヌ、質のh。袖／・．d・、
b；o《i／εe、タ〃e；SS　色主イエとしマ、　cl；九〇戸γrOX冶月e
3μe／s8ノ　の帆P九｝●ρ〃16e／4↓L了e九　8ner8S48、“の瓦ノ曹
よリ孜・てY・る．▲体セし禰ヌ、かも幼力《
優勢ヴ、北抑の㊦のばハ吠耐z、ナθ／ds声ば．
暗ヵ’っ色を斤、す・
　a拭P歳｝6θ！’εe　｝≠・8rθ・ハ；亡e3パe～3s及てバbα”de4
3パe’sβ申1くオわワのメ乃と調オロ8り1く介邪δる
バムR幻仁那K顕系であ後・ノ般にc’1船
P〃・…e，bi。況・途む晴緑色硝石？・あ
る，
　融ゾble　4　Sk”八ぼ、分“∫診e∫ηe’s3かc　3
ノ層、　bαndeゼ、ノ〃ei53中に4ノ曹見らμ、両ノ6の
剛く兎い・ち◆ぐVは見られな、・。ノ6厚は、1敗
ぬ砂’ ら敏ナ蜘ておよδご。爪oγわlel欲、純粋な診
力ぱ少なく、スヒ・、ネル、　ガノレらんノ6なビ諭
主・5k蹴ぱ・縛色のρゾ〃メe・eアθck9，ぐ申パ
で’ρ九／・3・ρノ埠5C久P・／ノ民㌢含んぞい㍉
　」パ川〃ζタκeは3ぽ、こ♂兇域ぞ・見ψ・ワ工
下秘に合秒する・下位層ぱ・合体ピレマ
〆；戸復¢はe様プあり、3脈ハ1亡∫c3戊el‘5ば・Yの
』礼ef¢so夙e　ヒ　しマ　　ヒ　う　れる・　～巨1敵1ま・拍・はy・O　dノθγノ‘e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l2
向のゆる〉φカ’な哨斜ヵぐoで4ってい壱・
癬
11
　オングル詣畠北ちつズ8質〉地質メ瞬通し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杖ホイ垂尺　（山ロ瓦’理）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨田‘雄（・佐質×・玖育）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰内粍三　白到立ノ佐嫡）
わグ’レ釦ば…亭，えスオイヤパ刀匂　竿工姻ω・川・硫’⇔溺泊蜘○浄千
嫡，中・角，ウ叫ポレ〆・’メ’柏レメンタ・・馴群行勧榊軸て’，司僻綿端違オ’ち
、工山ど鳴，うん幻軌ひよ・烏若．亀咋畝い・如綱封・λ細軸・｛て，オ
島乏・げり＿’＜・か・宛人島が教在口・・ンゲ1・カバ・・イ酬軸，鋤離繍鋤．テ
3．手ξ，符寿の大彦雄才牟‘当ち伺方，’払オイヤ向舟勅，・P’蔽ア角斜軸，大池向糾勅
1・｝丸三・九と，・せぱなどに遠・貢紗あ，商・グ’レ｝鵜軸，ζ描繍軌二・宕
3。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，フ芝±同翁、斜細が抵↓辻±在き，こ眠ラり
　こぬフの為島吉よび1禦哀はオ〉ブ’レ島りヤ　痢隔q厚ユゴ1～3kべであ5．
ぬ．乙司じく，才ンプ’レ膚浮かうξ膓．之ろ頃　　第五期（Pλ）ヒ君パーすさ棚㊨勅は，茅エ
グラリ7イ廟9テ？’・ノカイ’佗尼舟名期バ馳軸1・ほ・・’直文⇔」馳軸ゴ才パ，
’角閃右托庶鬼，ずノロゐ叉更？略比扉力，ザー孤勾1・o♪ε例　∫θノ4・であ身．二耽⊃1・時，ホ。
クワろ比斯剃班緩，％蹄・シメタベ’イプー’・ホ1・ノンf噺軸戸し’齢繍粕メホ
ノわ創賠カヰびイブマタイほピ』よソな，・メいオ・ドソ鯛句針軸，メホ・・ノ帰
3，　　　　　　　　　　　　　斜細、ウート爪レ〆ン・ノホ’レメン耐伺斜勅
　こ防地魂’う姑質楕度井，来オンブ’レ島，面　ガ推廷て丸3。
オンブ’レ喝，オンブ吻〆レVン躯ガ・廃庖
動地寅図力・よ〆ふ後乞ノ丁考虜鳥¢戸つ地夜かフ
只角｝〉　↓：拍L’乙す♪こZニオ＾で’セさ　す右功ラ
，ア1期（P1），茅∬抑（Pユ）の21ヨの
x卸拍じ写f応す∂渓摺曲桶箆が本也咋全披乏
足」5・1し，　これオ了良重勇L宥靖遅〔と方，て・ハ5
?
回こオングル藷痴り
　　噂準・
?????
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9培岬の鯛瀞疲鵠麩つ・・て
蟹ラ醜史（栗4仁た彦庵）
に内木1多o司r江極τ商）
　日つ鉱ム甲口日召4り宴ま也っゴし啄、160レ〈！厭ヒ他
置して・、百牢地蜘ついて端・寒籾力倍煽
聞郵Yひ賠し幻蜘kぴ鳳（1和g）Kいて
才セ～ろら4～、岩石う看淘d学虜ぐ分あ斗びFl＝つ
いてσ）省后イ∪琴（ヨう牢鋳1千レ〈瓜h≒αωaぴρ2、
（円q的1て仁り行わ十7≧ガ’．蝕岩頬の造岩鉱
物tて劇オ3Z斤鐸1甘な芝斗）てい危づ・）たリマ”、
！多㍉回熔乞十らについてのεPHAIr二よ3分祈｛諸
菓を菊丘省寸う。分抑（は乗北×学理学抑砦鉱
教屋の砕・・ギ㌧分茜題εPMAて｝羽いた．
　Y久A（糺＆工弘；kぴレ仏（国118｝｛＜基才し借“、　2F地
鰍唾移麺志⑭・←L・・lfi時い・底お
ぴ‘ 4ぴヒh4†』ε醐h1（矢竹。ヒ仏。～i＋iし㍗ρi臼を
れレ弓鋤・t1頑・～・ト…』1・h弗
㍗：｝鶴α叫L；』。1泥・似¢「ぴ』防洗～・舌
紗1癒伎・砕う・リゴ財一ホ）・時
貿け肉く彬勃的／㌫Pγヒoメρい¢4いd“は今くち
在し后1、。
　各、造宕鉱物の符役．
　1）角閃石．
石ぽ駿〔1㌔認ご2ε㌦ζ1；～皇㍗竺
叉鷹答蔓霞≒霧㌶鷲㌘6玉
　分・オ｛丁締晃1舌、いず十く（ンo㎞」、Oh民OYhL－
14hぬピ，リエゾノオ・
顯㌶㌫㌔ご蔑：こ，㌫雰巳竺駕
???
ラ†・レム湾地士叱1てみち十ノ元寸～α1｛†（で為3
’°
芝（A）
1婬汀6㌫㌫：，1㌶蕊篇：蕊，一。、仁。．…
イ・が斗ら4）．acfi（。1占．良。．いLl。い奴疲、し伊輪駁1τ“3－％ユ，π‘寸・蜂一斑
化が功ら＋礼o＝z3としちヒヨ②A門寸　であ3．（6一ΣR之†）一（Rつ酋†）回ヒあd、マ
t・04～L弱，At口1才049～0、mで，∫↓－Arは、姫｛｝』。F反っ主の1寸：＋らの値が；トプ〈、
：で裟㍍；∵∴1㍑？～£元；雑亮㌃芸茸㌶㌶詩レ婁暮㌶二萎2禦
景丈で5レ（』程度L財重らL↓し3。てし含宿号は　存いφぐ’・咋℃宅PかZ）周辺蔚ヒ向力・、乙R導「群
いず＋も。・｛・図、丁で．Lα鰍1・⇔童成度抽d’いΣR2†ら増加が契らら＋3。
セ州郊乗で1舌、中程座め角肉岩相駄丁∧＜の　　3）鴫η輪フロ石、
1・相当寸寸。A『一Σ（A）喝係（F“8－）’あ了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乃i－1hC｛～～叩ろくφは白w～1二近い炎杖董な
・倒A匹A巴）－A（r4か弓’丁・・M・｛品・、伺・・‘、r－…久，（・・…一・，・％、h8・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14
　　F｛6・1・角肉石のA匹Σ（A）肉舞・
　　　　　　黒丸二日つ出」・甲、
　　　　　　白丸：リユツツオポ・しム蓼
　　　　　　　　　（しくαパ≦αωα¢†dZソlqη『），
Pα咋α一～｛k置極がi契・θ）ら＋す。
　百お，角日石ヒr莫右才3学4酬石（No、［31z
3い3）は・IVo4ワー4『Eiレ・36－≧㌃Fs　l・マ叶6を
　　　　　　　　　0　2）鼎蓼くげ．
鞭研賄｛逸物めうちで畷砿く飾
　　　　　　　　“、緬《勧到1寸そ4し舞箸Lし
12－2
十ぢ→㌢4％（N。．ワ46ioB3）ら司ぬαhがh¢であ　　ず7ロ石一黒重くナ地衝彊度計，
3．望噺鞄曙・・郁、C岨→・1ぽ句　～舶扁頑一ら’・子・友・3・…噺・…（〃…午
・て、わ→‘’郵M・・酬7・・承ケとCα・魂・／。・・ノ）中・殉’・石1門黒翻・・『』1・
㌶竃爾竃欝1鶯螢ジ㌶ζi乏鷺鷲1蕊
看物が多（缶ら4－3カc‘・固鵬P｛舌包看物レ£H”d輪輪θう〆9）ノ8奴μf主〆∫θヲク92；’・よ
し（なパ・、3・しか哺ザら顧釦⇔1培書効□wは一膨鋼1左3…りρ山端〆
乞・＜・全綱にM・6σξ1～αワぢ％・白P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9卜αMW／’⊥た3・わψ・〃〈／砺∫た30地めてら’二＆
6・4～ワケ％’C・…象9列」％てkあス・・‘・「直年す・辞・・鋤ら’九⇒…／”
らザフロ石㌣1・令手（k3忽妻命、寸・ザフロ石ウリ，θ〃松鋤M／ろ段く／φりrり・戸ケワ露
う外々いてあ3主ら』比べて明らか1ニィ七菅組ぺ9P⑳・臼7り9）にょ3廼監厳計舌画刃才3と・
が馳り・内kヒX口・吃・“宅・醐砕ぞW’・いて勅ろ特侮・ずつ・丁一軸・
3（F・8・・）・・細明ら≠・丙着鴫で・仁9ラー釧℃・夕）：～ケρ・℃（P蝸）と方
句孫碓仲ザ要存苓二と］…禾誘もゐで’あ3う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。　乞ら1ご、　てらr㌃クロ石《ηル乙Mε↑クロ石’へ
4ち、て」）らっザフロ石幡、6＝にししち』　外倒’＝あぷ9…」㌘㊨ヒ♪向ご惚管場度≒計毛迎η
㌔月1・働2・・。1・ゴぞ（近（・｛肌んピ村↓．粘鉢の弦kよ・て一72△ee’
づ長は丘計ヒしてY－～i巨｛ニイ主置寸言主つと　7‘午6d，昔σ計Cと／ξり，Cor《の考P方より毛
考石＋3．
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逓4τ嬢餌ねフτ碗ノ・’，アフ〃，耀按擦　滅ど乏磁ダぶとノぱき力。
忠ぷ露㍍雲z鶏㌘罐姦
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蕊漂鑓㌶麟；11ぽ斥ひハつい嚇であ
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西南極工’レスワース山地におけゐ重複変移
吉田　勝（大販市立大．理）
　エルスワースふ地に1ぱ山旅の延長者向にiD矛2期の稽曲構造灯ネ明確であゐ。　主
平行する矛一級規摸φ摺曲構造ヒへきかし）構へきρ’、、、粗へき0、し、構造1汀、げれも稽曲軸
造をもつ古生イざφ砕、盾岩類が主に分布して‘ハ面へきかいで、忌傾している。　ガ）一期の矛習
る（図1）・　講演者付！97ター／タ♂0卑の夏期曲軸面及ひ主へきか・1構違の傾きは系統的に
に．米国隊に参加して・工’レズワース止地南委イヒする．　これらのことば、後期の粗へ寺
半部のヘリテージ山脳（の野外調査を行ない、　か・、形膚に関連すゐ稽曲構造が鋤一も良規模の
委耀鋤骸回1こわた，マ緩して・、る乙ピ・p・・榊解・tl・稽ポ・・～・が♀期♂・p・igト七
を託め仁（図2）。　この地域の変形史1汀古稽甘（主へきか、）と伴う）を系1蛯的1諸Lした
・、順に：欠σ）とおりでめる。　　　　　　　　ものZある可能’ヒLセ示す（図も）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iiDカ3期ヒ弟4期の構造の先後劇係は8め
カ’期：主へきか・、構」老を車b面へきか、）ピす今となる証拠を欠いて、）る。　本講ラ寅Zは一
るpa35i姥sliP稽曲で，ム地の各所さ、ノ1、規っの6『能性左示した・
模o、ら2レニ級ヌ唄～渓〈7）clO5e～七；ghtえ習曲が観察・iV）断製糸もよくイ警違している。　　ヒ＜IC＞レ
された・　　　　　　　　　　　　　　ノ期或は功2期φ摺曲構造に伴われる逆断肩
矛2期：主へきか、哨泣時イテへ亜平行る粗は多く観繁峠。今後φ検討が蝉であ
へきか、ハ構造丘形成し仁貞鋤で、ヘリテージる。
ムXでQ陣・si〆e　31iP型のgen七’・～・P・nオ甜
であっ「三ヒ考えられる。　この時期のへきか
、）構止ぼ主へきか⑱）5切る岩胚（や石英一緑泥
石豚に認められる（図3）。
矛3期：ム旅と直交一する方向の構造子矛二4A
規模のθen七le稽曲《」ある（図4）。　ヘリテ
ー ジ止脇中～南部剤Oクレニュレーシ。ンへ
きかし）が軸面方向に競する。
矛」F期：ノ］、規模kink稽曲でヘリテージ止｝※
全城にわたっマイ均一に嘉達する。　方向1寸
、1ろ、ハろあリ・軸面がノK平に）立、、ものや忌な
もの、共役の対を示ずものや示さな、、もθ）な
ビがあゐ。
　以．上の変彰史に1δ以下のてんに疑義が残つ
ており・今後σ）検討●泌票である。
⇔ヘリテージ品締部で臨主へきか口構
造と彩誠ぽ斜姉ゐ軸蝕もつ中～，醐軸
の等斜ネ習曲が所々に認められゐ。　この摺曲
と、主へき汐’いに伴ろ稽曲ピの聖やオ向の相
違が違薇物・よる〃・鮪一回のイ歩靖な
変形によるか向題であ3。　一つの観舶列（
図旬で厭この2つの型の摺曲が連続釦〉に
変イヒ　して、13オまろPが♂ナられ1三〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　23
図｜，エルスワースム地の地貿概念図
　　（CrΩdd。c」！，6，1：加呈）
　レンガ積槙棟：H・脚・tG・岬（先カン
ブリア紅～カンフ’リパの）
糠8い撤t呼G叫ωンフ’リア紛
斜6亀8P　：　　倫sh5tぴ　　　Q“4rO　ite　　（　デボ　 ?φ己）
白丸却：眺（tCO止七〇噌10爪er吐e（石友ヘニ畳ξζ？）
槙線部：【為1吐5t直r　6rmoti。n〔二畳紀）
　禰丘地成に旧重へさかい形βS跨の殆遭軸
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図2．ヘリテージふ地南部にお1ナゐ繍の摺
曲軸面ヒえ習曲軸のシュミット殺影．
　図αγble　Hill3ヒ5・holもPヒαks〃、らつて表白ハ
　なもの勧旦んで楡萩し巨．
図3．主へきか、、面ヒ平行1ご貫入したノ乞脈を
穆合畷う諌踊．破舗ヒ1寸粗へき
　かいが発義二『ゐ∂
Wi
図4・北醜Pへ・1アージ山地にお｝ナる主稽曲
錨断するめ瑠頬標珂・几仇稽曲．
　白ぬき著Pl訂Cヶα5ksi七c　Quφr63）七e，斜φ泉6β
　肉HεHt48e　G・rowp
　　　　　　　tN
　　　帯織］暢
ぷぷ　　　　　　　　　　巧傷触網欝③
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図5．卜輪r田e　Hillsぞ認わ5れ亡ユっの型（ρ
矛弛の連続的変イヒー紺曲φ該和寸φ今孟〃．
シュミットダ’イヤグラムに’寸梼面（葵）．
呈へ秒・・面（メ）、稽幽緬ヒ測軸を
7°ロッ　ト　した。
図6・ヘリテージ蝋榊1培靖楢構泣
　ヒ芝φ解紙．　　　　　説明は本文須．
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南極マクマード火ム地域破高治動と＆同佗嚇鍼
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寿フ称，憎
Φ’鰯禦
図2」，　テイラー谷の新生代火山の噴出物（噴火口）の分布図
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